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常
日
頃
、
皆
様
か
ら
利
用
頂
い
て
い
ま
す

現
在
の
姥
ケ
山
会
館
（
俗
称
、
公
民
館
）
は
、

昭
和
四
七
年
に
姥
ケ
山
の
農
家
の
人
達
の

資
金
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
以
来
四
十
五
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
築
年
数
の
経
過
と
共
に

６
～
７
年
前
に
は
経
年
劣
化
に
よ
る
雨
漏
れ

が
発
生
し
、
高
額
の
修
繕
費
を
要
し
た
事
や

近
年
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
地
震
等
の

自
然
災
害
に
耐
え
る
建
造
物
で
な
い
こ
と
及

び
大
き
な
集
会
で
少
し
手
狭
の
こ
と
が
あ
る

た
め
に
会
館
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
検
討
を

始
め
て
来
ま
し
た
。 

検
討
当
初
は
災
害
時
の
避
難
場
所
に
も

し
よ
う
と
考
え
て
総
２
階
建
て
１
１
６
坪
、

現
在
の
建
物
（
約
５
３
坪
）
の
２
倍
余
り
の
大

き
な
も
の
を
検
討
し
ま
し
た
が
５
、
０
０
０
万

円
強
の
建
設
資
金
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
た
他
、

避
難
場
所
に
つ
い
て
も
大
勢
の
人
達
の
避
難

場
所
と
し
て
は
狭
す
ぎ
る
し
一
部
の
人
達
の

避
難
場
所
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
程
大

き
な
も
の
で
な
く
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と

言
う
意
見
が
多
く
出
て
再
検
討
を
行
っ
た

結
果
、
市
か
ら
の
建
設
費
補
助
金
が
最
高

額
（
１
、
２
０
０
万
円
）
貰
え
る
最
少
の
大
き

さ
で
あ
る
２
５
０
㎡
（
約
７
６
坪
）
位
と
言
う

こ
と
で
現
在
意
見
集
約
が
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
執
行
部
役
員
会
の
後
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
各
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会
で
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
進
め
て
来
て
お
り
、
私
自
身
も

妥
当
な
大
き
さ
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

そ
こ
で
こ
の
規
模
の
会
館
建
設
に
必
要
な 

建
設
資
金
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
約
３
５
０
０ 

万
円
と
な
り
、
資
金
調
達
の
た
め
に
現
在
、

可
能
な
範
囲
で
の
内
部
節
約
を
行
う
と
共

に
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
費
、
専
門
部
事
業
費
の
概

ね
１
０
％
の
削
減
や
山
二
ツ
運
動
広
場
の
指

定
管
理
従
事
者
か
ら
の
寄
付
及
び
、
古
紙
・

段
ボ
ー
ル
・
ア
ル
ミ
缶
の
売
却
も
行
い
、
平
成

２
８
年
度
は
約
２
０
０
万
円
を
積
立
し
、
現

在
総
額
１
，
３
０
０
万
円
の
建
設
費
積
立
と

な
り
ま
し
た
。
試
算
上
に
お
い
て
後
１
，
０
０

０
万
円
の
資
金
が
不
足
し
て
い
ま
す
が
、
新

た
に
立
ち
上
げ
る
会
館
建
設
委
員
会
で
建

設
時
期
と
そ
れ
に
関
わ
る
借
入
の
可
否
等

に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

幸
い
会
館
は
現
在
、
管
理
維
持
面
で
安
定

し
て
い
て
使
え
ま
す
の
で
、
無
償
譲
渡
し
て

頂
い
た
本
村
の
方
々
の
思
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
も
、
間
も
な
く
築
５
０
年
に
な
る
こ
と

を
考
慮
し
、
会
員
の
皆
様
の
使
い
勝
手
の
良

い
、
安
心
し
て
喜
ん
で
使
っ
て
頂
け
る
よ
う
な

会
館
と
す
べ
く
検
討
し
建
て
替
え
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

4/9 4/28 5/31 6/28 7/26 8/30 9/27 10/31 11/29 1/31 2/28 3/10 3/28
総 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
会         期間を通じ３～４役会議、専門部長会議、全体役員会議等を行う。

        必要に応じ民児協委員との交流会議、山潟コミ協との懇談会等

自 治 会 館 維 持 対 策 に つ い て （管理部）

　　自治会報  自治会報
　発行  発行

前期自治会費徴収  各種団体負担金支出 赤十字募金 　後期自治会費徴収 赤い羽根募金
   ○

前期ブロック活動費支払       後期ブロック活動費支払 歳末助け合い募金 役員手当支払

5/21
第１回クリーン作戦 第2回クリーン作戦
鳥屋野潟一斉清掃

　 街灯点検 LED新設・取り替え

5/21ゴミステーション見回り 10/22ゴミステーション見回り
アメシロ駆除(第1回目） 　アメシロ駆除(第2回目）

 　6/4 一斉下水清掃
ボ　ー　フ　ラ　駆　除 薬 剤 投 与(7､8月は2回、他の月は1回）

 10/8運動会
ラジオ体操 準備活動
３週間 委員委嘱

 　お花の会 　お花の会 ※その他
　運動会、防災会、賽の神等
　自治会行事参加、手伝い

    

計画立案・防災訓練 健康講演会

姥ケ山祭
祭り実行委員会  踊り練習 8/26,27 事　前　準　備 11/19

プロジェクト 　 1/14
さいの神実行委員会  さいの神

協賛金募金 準備作業

発電機購入 9/10 消防団出初式・外宣活動
防災訓練

　ブロック要望 現地調査 陳情提出 当局回答 工事促進
環境整備陳情

会議

総務

会計

10/22

文化

育成

防災

環境

衛生

陳情

女性

生活
安全

交通災害共済
取扱い

定
例
会

平
成
二
十
九
年
度 

姥
ヶ
山
自
治
会
事
業
計
画 

 
 

実
際
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ポ
ス
タ
ー
・
回
覧 

文
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
随
時
掲
載
さ
れ
ま
す
。 

 

総務部 640 
生活安全部 50 

文化育成部

270 

環境部 1,700 

衛生部 235 

女性部 90 

会館管理 500 

団体負担金

900 
執行部 1,624 

プロジェクト

300 

予備費 805 

ﾌﾞﾛｯｸ活動費

2,149 

防災会 100 

会館積立

1,200 繰越金 1,242 

自治会費

6,320 

補助金 1,000 

貸館料 300 

事務委託料

1,700 

平成２９年度予算

予 算 総 額
１０,５６２,４９６円

（ｸﾞﾗﾌ内金額単位：千円）
※詳細は総会予算書を参照

収入 支出



平成 29 年 7 月 31 日 発行             姥 ヶ 山 自 治 会 報          (2) 第 77 号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

町
内
交
流
と
環
境
整
備 

 

三
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
長 

 

土
屋
信
雄 

 

平
成
二
十
六
年
か
ら
四
年
目
と
成
り
ま

す
。
担
当
時
に
町
内
会
費
（自
治
会
費
込
み
）

を
半
年
分
や
一
年
分
を
先
払
い
す
る
持
家
が

十
軒
ほ
ど
有
り
ま
し
た
が
、
二
ヶ
月
毎
に
戻

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

理
由
は
高
齢
化
と
体
力
低
下
、
一
人
住
い

急
病
等
の
安
否
確
認
も
兼
ね
て
班
長
が
二
ヶ

月
毎
に
訪
問
集
金
し
班
内
交
流
減
少
防
止

の
目
的
で
す
。 

四
年
間
で
十
五
軒
の
子
育
て
世
代
の
新
築

転
入
宅
に
は
、
五
年
前
実
施
の
防
災
家
族
名

簿
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

子
供
や
子
育
て
世
代
の
行
事
と
し
て
、
平

成
二
十
七
年
よ
り
、
白
根
グ
レ
ー
プ
ガ
ー
デ

ン
の
ブ
ド
ウ
棚
下
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

小
動
物
に
エ
サ
や
り
や
触
れ
合
い
、
子
供

同
士
、
親
同
士
が
交
流
を
図
る
目
的
で
す
。 

そ
の
他
に
町
内
シ
ル
バ
ー
「
す
み
れ
会
」
で
は

毎
年
お
楽
し
み
の
会
合
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

又
、
毎
年
「
日
帰
り
温
泉
懇
親
宴
会
」
旅

行
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
中
心
の
所
、

昨
年
は
三
十
歳
前
後
の
方
も
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
若
い
方
大
歓
迎
で
す
。 

「
ク
リ
ー
ン
に
い
が
た
推
進
員
」
と
し
て
、
私

と
環
境
部
員
の
国
井
留
治
様
と
二
人
で
実

働
中
で
す
。 

二
ヶ
所
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
理
と
、
分

別
違
反
で
残
さ
れ
た
袋
の
再
分
別
や
違
反
者

に
注
意
を
促
し
て
、
「
ア
ル
ミ
缶
」
を
回
収
し
て

い
ま
す
（自
治
会
の
収
入
） 

毎
年
の
総
会
も
口
頭
で
、
平
成
二
十
七
年

か
ら
は
全
戸
配
布
文
書
に
も
分
別
間
違
い
注

意
を
促
し
た
結
果
、
最
近
違
反
が
減
少
し
て

ま
す
。
違
反
ゴ
ミ
袋
は
収
集
さ
れ
ず
残
さ
れ

ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
置
く
と
更
に
違
反
が
増

加
の
た
め
、
そ
の
度
に
再
分
別
し
て
い
ま
す
。 

ブ
ロ
ッ
ク
事
業
で 

つ
な
が
り
の
輪
（
和
）
を
大
き
く 

 
一
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
長 

 

市
島
誠
一 

 

当
た
り
前
で
す
が
、
今
年
も
ま
た
暑
い
夏

が
や
っ
て
き
そ
う
で
す
。
一
丁
目
の
夏
の
風

物
詩
と
言
っ
て
も
良
い
く
ら
い
、
恒
例
と
な
っ

た
親
子
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
。
諏
訪
神
社
境

内
を
お
借
り
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
七
月
三
十
日(

日)

を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
広
報
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
頃

に
は
終
了
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
親

子
と
銘
打
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
方
、
シ
ニ

ア
層
の
方
も
大
歓
迎
。
文
字
通
り
老
若
男

女
が
集
い
、
休
日
の
ひ
と
と
き
を
美
味
し
い

食
べ
物
と
飲
み
物
で
過
ご
す
。
毎
年
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
は
朝

か
ら
準
備
、
炭
火
で
焼
き
上
げ
る
焼
き
肉
、

魚
貝
の
味
は
絶
品
と
い
う
噂
も
？
プ
ロ
顔
負

け
の
役
員
も
い
た
り
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
支

え
て
い
る
の
は
、
奥
様
方
な
ど
の
女
性
の
皆

さ
ん
で
す
。
心
か
ら
感
謝
で
す
。
子
ど
も
達

も
、
ス
イ
カ
割
り
を
し
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
年
も
い
い
会
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

四
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動 

 

四
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
長 

 

高
橋 

修 

 
 

ブ
ロ
ッ
ク
長
を
す
る
は
め
に
な
っ
て
一
年
が

経
過
し
、
こ
の
会
報
が
配
ら
れ
る
時
に
は
、
お

花
の
配
布
が
終
わ
っ
て
い
る
頃
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
ど
ん
な
花
を
届
け
ら
れ
る
の
か
楽

し
み
で
す
。
秋
に
は
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
で
葡
萄

狩
り
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
節
分
に
は
豆
ま
き
と
新
年

会
、
こ
の
三
つ
が
主
の
四
丁
目
事
業
で
す
。 

 

唯
で
さ
え
キ
ャ
パ
の
無
い
私
が
様
々
な
役
を

引
き
受
け
、
毎
日
締
め
切
り
に
追
わ
れ
て
い

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
ま
た
百
姓
仕
事
に
も

目
覚
め
、
日
々
草
と
戦
い
、
失
敗
を
繰
り
返

し
な
が
ら
ス
ー
パ
ー
よ
り
高
い
野
菜
作
り
に

励
ん
で
も
い
ま
す
。 

未
だ
嘱
託
の
身
で
す
が
定
年
後
は
行
き
た

い
と
こ
ろ
に
旅
を
し
、
趣
味
に
没
頭
、
晴
耕
雨

読
を
夢
見
て
い
ま
し
た
が
い
つ
到
来
で
き
る

か
・
・
・
・
・・
・
・
・・
・
・
・
・・
・
・
・・
・
・・
？ 

楽しそうな子どもたち 

新
潟
市
の
ゴ
ミ
分
別
表
で
再
確
認
し
て
出

し
て
下
さ
い
。
「
「
間
違
い
や
す
い
品
目
」
現
在

は
ほ
と
ん
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
燃
や
す

ゴ
ミ
で
す
。
（
ビ
ニ
ー
ル
類
の
日
に
出
さ
な
い
で

下
さ
い
） 

各
種
の
ス
プ
レ
ー
缶
と
各
種
の
蛍
光
灯
は

特
定
五
品
目
で
す
。
（
ビ
ン
缶
の
日
や
燃
や
さ

な
い
日
に
出
さ
な
い
で
下
さ
い
）。 

枝
葉
草
類
は
透
明
袋
で
な
い
と
収
集
し
ま

せ
ん
。
白
熱
電
球
類
は
燃
や
さ
な
い
ゴ
ミ
で

す
。
今
後
も
町
内
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
二
十
七
年
に
高
齢
化
し
た
町
内
用

と
し
て
二
輪
付
の
下
水
フ
タ
上
げ
機
を
二
台

購
入
し
ま
し
た
。
女
性
も
体
力
を
要
さ
ず
使

え
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
六
月
と
八
月
の
二
回

ア
メ
シ
ロ
駆
除
を
、
自
治
会
衛
生
部
長
の
小

熊
由
紀
夫
氏
よ
り
出
動
と
車
や
機
具
・
薬
液

を
用
意
し
て
も
ら
い
、
三
丁
目
役
員
と
共
に

散
布
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

平
成
十
八
年
に
公
共
下
水
道
完
備
後
十

年
経
過
と
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
浄
化
槽
式
ト

イ
レ
排
水
の
所
が
、
持
家
八
軒
、
ア
パ
ー
ト
三

棟
二
十
室
、
事
業
所
五
軒
の
合
計
三
十
三
軒

有
り
ま
す
。
町
内
集
水
中
央
背
割
排
水
路

改
修
や
蚊
や
悪
臭
発
生
防
止
の
た
め
に
も
、 

ま
だ
浄
化
槽
使
用
の
所
は
早
く
公
共
下
水
道

に
接
続
工
事
を
し
て
下
さ
い
。 

総
会
の
時
に
口
頭
で
お
願
い
し
た
他
に
、

三
年
前
か
ら
文
書
に
て
全
軒
配
布
で
も
お
願

い
し
た
結
果
、
三
年
間
で
三
軒
と
、
今
年
は
ア

パ
ー
ト
二
棟
十
六
室
が
工
事
完
了
し
、
更
に

二
軒
の
持
家
が
工
事
予
定
と
な
り
ま
し
た
。 

接
続
済
み
の
方
か
ら
公
共
下
水
道
利
用

料
負
担
で
不
平
等
で
あ
る
等
の
意
見
が
あ
る

事
や
、
鳥
屋
野
潟
湖
水
浄
化
の
点
か
ら
も
、

未
接
続
の
方
は
早
め
に
工
事
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

秋
の
独
自
事
業
は
、
「
蕎
麦
を
食
す
る
日

帰
り
旅
行
」
で
す
。
こ
こ
数
年
は
、
十
月
下
旬

に
福
島
県
の
宮
古
そ
ば
を
食
べ
に
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
二
十
名
ほ
ど
が
参
加
し
、
新
そ
ば

の
味
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
し
て
い
ま
す
。
途
中

で
は
、
滝
や
史
跡
な
ど
名
勝
の
見
学
も
あ
り

ま
す
。
食
事
や
行
き
帰
り
の
車
中
で
は
、
若

干
の
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
も
手
伝
っ
て
、
一
層
親

睦
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
更
に
充
実

し
た
ツ
ア
ー
に
な
る
よ
う
企
画
を
練
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
女
性
か
ら
の
参
加
も
含
め
大

勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

他
に
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
と
し
て
は
、
毎
年
一
月
末

に
開
催
す
る
「
一
丁
目
新
年
会
」
が
あ
り
、
女

性
の
参
加
も
あ
り
盛
り
上
が
り
ま
す
。
ま
た

ブ
ロ
ッ
ク
独
自
事
業
以
外
の
ア
メ
シ
ロ
駆
除
薬

剤
散
布
（
六
月
・
八
月
）
も
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
確
実
に
実
施
で
き
て

い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
事
業
や
活
動
を

す
る
こ
と
で
、
互
い
の
顔
や
気
持
ち
が
わ
か
り

ブ
ロ
ッ
ク
が
ま
と
ま
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。
い
ま
地
域
に
暮
ら
す
住
民
が
力
を
合
わ

せ
、
課
題
を
克
服
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
一
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
の

つ
な
が
り
の
輪
（
和
）
を
更
に
広
げ
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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四丁目ブロックの事業としては、「花いっぱい運動」「ぶどう狩り＆バーベキュー」「豆まき＆新年会」を開催しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町
内
会
も
応
援
し
て
い
る
こ
と
を
理
解 

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
町
内
会
活 

動
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を 

目
的
と
し
ま
す
。 

□ 

六
月
十
八
日(

日) 

 
 

 
 

『
梨
の
袋
掛
け
体
験
』 

【
目
的
】 

 
 

 

梨
の
袋
掛
け
と
梨
狩
り
を
体
験
す
る 

 
 

 

こ
と
で
、
感
動
と
思
い
出
作
り
の
お
手 

 
 

 

伝
い
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。 

□ 

九
月
中
旬 

 
 

 
 

『
長
寿
の
お
祝
い
』 

【
目
的
】 

年
長
者
に
敬
意
を
示
す
と
と
も
に
、 

一
人
暮
ら
し
の
孤
立
化
防
止
や
見
守

り
を
目
的
と
し
ま
す
。 

□ 

十
月
二
十
九
日(

日) 

『
梨
狩
り
体
験
』 

□ 

十
一
月
五
日(

日) 

 
 

 
 

『
２
０
１
７
お
笑
い
文
化
祭
』 

 
 

 
(

五
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
と
共
同
開
催
予
定) 

 

【
目
的
】 

①
役
員
の
親
睦
を
図
り
、
地
域
の
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
、
芸
術
・

文
化
の
向
上
を
目
的
と
し
ま
す
。 

②
障
害
者
と
高
齢
者
が
参
加
で
き
る
行

事
を
設
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。 

□ 

十
二
月
中
旬 

 
 

 
 

『
ク
リ
ス
マ
ス
忘
年
会
』 

 

【
目
的
】 

ち
ょ
っ
と
オ
シ
ャ
レ
な
忘
年
会
に
す
る
こ

と
で
、
女
性
を
中
心
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。 

□ 

年
間
を
通
じ 

『
古
紙
回
収
』『
ア
ル
ミ
缶
回
収
』 

『
廃
天
ぷ
ら
油
回
収
』 

五
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク 

平
成
二
十
九
年
度
の
活
動
は･

･
･ 

 

五
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
長 

 

淡
路
晶
子 

 
 

 

昨
年
役
員
改
選
に
よ
り
、
全
員
新
任
で
ス

タ
ー
ト
し
た
五
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。
役
員
ほ

ぼ
現
役
労
働
者
で
す
。
会
社
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
準
備
を
し
な
が
ら
、
自
治
会
の
役

員
の
職
務
を
並
行
遂
行
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー

で
す
。
そ
ん
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
が
故
、
五
丁

目
の
活
動
内
容
に
は
独
自
性
に
乏
し
い
感
は

否
め
ま
せ
ん
が
、
今
年
、
六
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
の

企
画
の
趣
旨
に
役
員
が
賛
同
し
、
十
一
月
に

行
わ
れ
る
「
お
笑
い
文
化
祭
」
と
い
う
六
丁

目
が
毎
年
企
画
開
催
し
て
い
る
活
動
を
合

同
で
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
体
不
自

由
な
住
民
の
皆
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

と
き
お
聴
き
し
た
の
は
、
自
治
会
の
行
事

を
、
自
分
で
行
く
事
が
で
き
る
な
ら
、
出
来

る
だ
け
、
自
ら
の
意
思
で
参
加
し
た
い
、
そ
の

気
持
ち
が
「
お
笑
い
文
化
祭
」
の
主
目
的
の

一
つ
で
す
。 

         

五
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
行
う
企
画
で

は
な
い
が
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
さ
ん
か
ら
批

判
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
コ
ラ
ボ
活
動

か
ら
、
隣
り
合
わ
せ
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
意
見
交

換
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
、
五

丁
目
を
更
に
安
全
に
、
住
み
良
く
す
る
た
め

の
糸
口
、
例
え
ば
、
除
雪
対
策
、
下
水
一
斉

清
掃
、
子
供
の
事
故
防
止
対
策
、
災
害
時
の

避
難
対
策
・
・
・
等
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

六
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク 

活
動
方
針
お
よ
び
活
動
計
画 

 

六
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
長 

 

高
野
鋭
吉 

 
 

平
成
二
十
九
年
度
、
六
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
の

活
動
方
針
お
よ
び
活
動
計
画
は
次
の
通
り

で
す
。 

〖
活
動
方
針
〗 

一
、 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す
。 

二
、 

情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま
す
。 

三
、 

業
務
遂
行
は
、
規
約
通
り
各
部
長
主

体
で
行
い
ま
す
。 

〖
活
動
計
画
〗 

一
、 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
に 

①
役
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た

め
に
、
毎
月
一
回
役
員
会(

班
長
含
む) 

を
開
催
し
ま
す
。 

②
会
員
間
の
親
睦
を
図
る
た
め
に
、
後
記

の
行
事
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
開
催

す
る
行
事
ご
と
に
『
開
催
目
的
』
を
明

確
に
し
ま
す
。 

二
、 

情
報
の
共
有
化
を
図
る
た
め
に 

 
 

 
 

 

➀
会
議
に
は
、
事
前
に
資
料
を
作
成
し

配
布
し
ま
す
。 

②
会
議
の
記
録
は
回
覧
し
ま
す
。 

三
、
業
務
遂
行
は
、
各
部
長
主
体
で 

①
自
治
会
行
事
、
町
内
会
行
事
と
も
に

各
部
長
が
『
開
催
目
的
』
『
動
員
目
標
』

等
を
事
前
に
設
定
し
、
綿
密
な
計
画

を
立
て
た
う
え
で
主
体
的
に
実
行
し

ま
す
。 

②
掲
示
板
の
利
用
は
、
各
部
で
作
成
・
掲

示
・
取
り
外
し
を
行
い
ま
す
。 

③
基
本
的
に
、
各
行
事
に
は
全
役
員
が

参
加
し
ま
す
。 

  

今
年
度
の
町
内
会
独
自
行
事 

□ 

四
月
上
旬 

 
 

 
 

『
新
入
生
の
お
祝
い
』 

【
目
的
】 

子
ど
も
達
の
輝
か
し
い
未
来
の
た
め
に 

 

こんな下水溝は大変です。 

改善したいです。 

カラスがゴミを荒らして

大変な場所でした。 

子供が自転車で突っ走る十字路の一つ

です。カーブミラーが設置されます。 

昨年の六丁目「お笑い文化祭」。 

今年は五丁目もコラボします。 

写
真
の
よ
う
に
今
年
は
五
丁
目
の
環
境
を

見
直
し
て
出
来
る
対
策
は
、
班
長
さ
ん
か
ら

も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
改
善
す
る
の
が
重

点
活
動
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
が
今
年
の
五
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。
民

生
委
員
と
の
連
携
、
姥
ヶ
山
自
治
会
と
の
連

携
か
ら
、
一
番
大
事
な
五
丁
目
ブ
ロ
ッ
ク
住

民
の
皆
様
と
、
姥
ヶ
山
を
離
れ
た
く
な
い
自

治
会
に
し
た
い
、
と
思
い
ま
す
。 
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今
号
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
内
容
が
分
か

り
や
す
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
自
治

会
内
で
あ
り
な
が
ら
、
他
ブ
ロ
ッ
ク
が
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な

い
、
そ
ん
な
壁
は
で
き
る
だ
け
取
り
払
っ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
お
互
い
に
情
報
を
発
信
し
、

お
互
い
に
参
考
に
し
合
い
、
時
に
は
協
力
し
合

う
こ
と
が
、
自
治
会
全
体
の
底
力
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

「
知
り
合
い
」
「
学
び
合
い
」
「
助
け
合
う
」
、

そ
う
す
る
こ
と
が
〝
楽
し
い
〟
と
感
じ
た
時

に
、
一
歩
前
進
す
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

会
館
建
設
の
問
題
に
つ
い
て
、
自
治
会
長
を

は
じ
め
役
員
の
方
々
が
頭
を
悩
ま
せ
て
お
ら

れ
ま
す
。
会
員
が
望
む
自
治
会
館
、
あ
る
い
は

集
会
所
、
そ
の
意
見
と
希
望
を
ま
と
め
て
い
く

の
は
大
変
な
作
業
だ
と
思
い
ま
す
。 

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ
れ
た
会
館
設
立

委
員
の
方
々
も
、
い
か
に
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の

意
見
を
吸
い
上
げ
る
の
か
、
大
変
重
要
な
役

割
を
背
負
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
ろ
う
か
と

思
わ
れ
ま
す
。 

先
々
の
事
も
考
慮
し
、
国
会
審
議
の
よ
う

な
強
行
採
決
だ
け
は
避
け
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。 
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『火
事
だ
ー
！
』 

 

そ
の
言
葉
も
出
な
い
の
が
現
実
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

火
事
は
一
瞬
に
し
て
自
分
の
財
産
を
奪
い

ま
す
。
他
人
の
財
産
も
奪
い
ま
す
。
自
分
の

命
、
家
族
の
命
、
他
人
の
命
も
奪
い
ま
す
。 

取
り
返
し
が
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

 

先
日
、
東
区
新
岡
山
で
早
朝
火
災
が
発
生

し
、
四
人
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
後
日
新

聞
の
お
く
や
み
欄
に
一
家
四
人
の
方
々
の
お

名
前
を
目
に
し
た
と
き
、
ぞ
っ
と
し
ま
し
た
。 

 

姥
ヶ
山
六
丁
目
で
も
四
月
に
三
棟
を
失
う

火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
死
者
は

で
ま
せ
ん
で
し
た
が
・
・
・
。 

 

こ
の
二
件
の
火
災
、
お
そ
ら
く
ど
ち
ら
も

火
災
警
報
器
は
作
動
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
も
そ
も
火
災

警
報
器
を
取
り
付
け
て
い
た
の
か
、
疑
問
で

す
。 

 

六
・
七
年
前
、
姥
ヶ
山
自
治
会
で
全
世
帯

に
呼
び
か
け
、
火
災
警
報
器
の
合
同
購
入
を

行
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
世

帯
も
あ
る
よ
う
で
す
。
数
年
ご
と
の
定
期
的

な
呼
び
か
け
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。 

 
ま
た
、
で
き
れ
ば
各
家
庭
に
一
本
は
消
火

器
を
常
備
し
て
お
く
こ
と
も
考
え
た
い
も
の

で
す
。 

 

明
日
は
我
が
身
で
す
。
明
日
ど
こ
ろ
か
、

今
晩
火
事
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
せ

っ
か
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
次
の
こ
と
を
提

案
し
ま
す
。 

① 

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
定
期
的
に
作
動
点
検
を
し
ま
し

ょ
う
。 

② 

消
火
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。 

③ 

二
階
の
寝
室
に
は
靴
と
ロ
ー
プ
ま
た
は

は
し
ご
等
を
常
備
し
ま
し
ょ
う
。 

④ 

消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
た
ら
す

ぐ
に
☎
２
８
５-

１
１
１
９ 

で
確
認
を
。 

姥
ヶ
山
の
行
事
よ
り
発
句 

岡 

部 

久 

一 

 

児
等
巡
る 

祭
り
の
触
れ
や 

夏
の
雲 

夏
空
や 

祭
り
太
鼓
の 

甲
高
き 

諏
訪
の
杜 

松
風
さ
そ
う 

稚
児
の
舞 

国
肇
む 

神
代
の
謂 

神
楽
舞 

帷
ま
と
い 

冬
空
高
き 

賽
の
神 

炎
捲
き 

青
竹
は
じ
け 

す
る
め
舞
う 

         

「
姥
ヶ
山
ま
つ
り
」の
ご
案
内 

 

●
八
月
二
十
六
日
（
土
） 

・
午
後
六
時 

宮
の
ぼ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

姥
ヶ
山
会
館
出
発 

・
午
後
七
時 

盆
踊
り
大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

諏
訪
社
境
内
に
て 

 
 

※
綿
あ
め
・
ラ
ム
ネ
・
ゲ
ー
ム
あ
り
ま
す 

 

●
八
月
二
十
七
日
（
日
） 

・
正
午 

宮
の
ぼ
り
／
子
ど
も
み
こ
し 

 
 

 
 

 

姥
ヶ
山
会
館
出
発 

 
 

 
 

 

参
加
者
は
十
一
時
半
集
合 

・
午
後
一
時 

太
々
神
楽
奉
納 

諏
訪
社
境
内
に
て 

 

○
盆
踊
り
講
習
会 

 

・八
月
十
九
日
（
土
） 

 
 

午
後
七
時 

姥
ヶ
山
会
館 

○
触
れ
太
鼓
練
習
（子
ど
も
向
け
） 

 
 

午
後
七
時 

諏
訪
社
境
内
に
て 

 
・
八
月
二
十
一
日
（月
）
・二
十
二
日
（火
） 

 

・
八
月
二
十
四
日
（木
）
・二
十
五
日
（金
） 

姥
ヶ
山
を
詠
む 

 

笹 

鳴 

俳 

句 

会 

 姥
ヶ
山
を
江
戸
時
代
中
頃
か
ら
、
ず
っ
と

見
守
っ
て
き
た
六
体
地
蔵
を
安
置
す
る
石

仏
山
地
蔵
堂
に
は
、
三
つ
の
俳
句
額
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。 

 

一
つ
目
の
俳
句
額
は
大
正
年
間
に
作
ら
れ

た
も
の
で
、
若
き
日
の
阿
部
耕
碩
さ
ん
の
俳

句
も
あ
る
。
姥
ヶ
山
近
在
の
人
た
ち
が
集
ま

り
俳
句
会
を
行
い
、
そ
の
中
の
良
い
句
を
書

い
て
奉
納
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

耕
碩
さ
ん
が
つ
く
ら
れ
た
笹
鳴
俳
句
会

は
、
五
十
嵐
象
円
さ
ん
・
浅
井
八
郎
さ
ん
が

引
き
継
い
だ
。
他
の
俳
句
額
は
、
そ
の
後
笹

鳴
句
会
を
継
い
だ
高
橋
明
夫
さ
ん
が
、
本
堂

左
右
に
地
蔵
堂
改
築
記
念
等
に
奉
納
し

た
。 額

の
文
字
は
、
今
の
笹
鳴
俳
句
会
の
指
導

者
の
一
人
で
あ
る
阿
賀
野
市
安
田
の
八
幡

宮
宮
司
・
安
田
畝
風
さ
ん
に
お
願
い
し
た
。 

 

俳
句
会
は
、
何
十
年
も
前
か
ら
毎
月
第
二

土
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
会
場
は
、
参
会

者
の
家
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

姥
ヶ
山
会
館
そ
の
あ
と
は
地
蔵
堂
で
あ
る
。 

 

耕
碩
会
長
の
頃
は
、
地
元
の
人
が
多
か
っ

た
。
ま
た
大
学
の
先
生
で
あ
っ
た
中
田
み
づ

ほ
・
高
野
素
十
な
ど
も
来
ら
れ
た
。 

 

戦
中
の
頃
、
亀
田
町
船
戸
山
か
ら
発
行
さ

れ
て
い
た
俳
句
誌
「
ま
は
ぎ
」
に
は
、
地
蔵
堂

前
の
真
宗
大
谷
派
即
徃
寺
で
行
わ
れ
た
戦

没
し
た
句
友
を
偲
ぶ
俳
句
会
の
様
子
も
出

て
い
る
。 

 

今
で
は
、
姥
ヶ
山
を
歩
き
な
が
ら
、
四
季
に

移
ろ
う
道
々
の
様
子
を
参
会
者
一
同
楽
し

み
な
が
ら
詠
ん
で
い
る
。 

 

こ
う
し
て
、
こ
の
村
に
生
き
た
人
々
が
残
し

た
俳
句
な
ど
の
文
化
を
、
後
の
世
に
伝
え
て

行
く
こ
と
も
と
て
も
大
事
な
こ
と
と
考
え
て

い
る
。 

 

次
の
俳
句
は
、
今
年
の
六
月
十
日
土
曜
日
に

行
わ
れ
た
笹
鳴
俳
句
会
で
の
参
会
者
十
五

人
の
姥
ヶ
山
「花
鳥
諷
詠
」
で
あ
る
。 

 
 田

草
取
り
三
期
の
倣
ひ
懐
か
し
む 

明
夫 

青
嵐
大
揺
れ
や
ま
ず
堂
大
樹 

 
 

敦
子 

ね
ぢ
れ
た
る
風
格
の
幹
花
ざ
く
ろ 

松
風 

親
よ
り
も
伸
び
て
ゆ
ら
ゆ
ら
今
年
竹 

飛
浪 

遠
山
に
雲
黒
々
と
走
り
梅
雨 

 
 

レ
イ 

石
の
門
入
る
石
榴
の
花
の
庭 

 
 

富
代 

風
去
な
し
風
に
抗
が
ふ
植
田
か
な 

 

秀
女 

花
柘
榴
一
日
留
守
の
雫
庵 

 
 

 

光
子 

濃
く
淡
く
じ
ゃ
が
た
ら
の
花
風
の
村 

ゑ
つ 

紅
も
白
も
鮮
や
か
薔
薇
の
花 

 
 

正
中 

青
田
風
大
い
な
る
旅
お
わ
り
た
る 

紅
子 

淡
々
と
古
道
の
四
葩
咲
き
初
む
る 

茂
子 

青
梅
や
早
乙
女
の
句
碑
据
え
替
し 

あ
き
子 

そ
の
奥
に
百
の
菊
苗
名
札
つ
け 

 
 

萌 

不
意
の
風
青
田
の
中
へ
白
帽
子 

 

紅
円 

  

改
築
さ
れ
た
地
蔵
堂
に
て
、
当
時
の
俳
句
会

参
会
者
一
同
の
写
真
。 

左
・
高
橋
明
夫
、
下
列
左
・平
石
敦
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

紅
円
記) 

   
姥ヶ山自治会ホームページ 
http://www.ubagayama.jp/ 

http://www.ubagayama.jp/

